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【例題 1】実係数多項式のなす実ベクトル空間 R[x] において、ベクトルの組

x+ 1, x− 1, x2 − 1

は一次独立であることを示せ。

【略解】『 恒等式 c1(x+ 1) + c2(x− 1) + c3(x
2 − 1) = 0 が成り立つとき、c1 = c2 = c3 = 0 である 』こ

とを示せば良い。

c1(x+ 1) + c2(x− 1) + c3(x
2 − 1) = 0

に x = 1 を代入すると c1 × 2 = 0. 従って

c1 = 0 かつ c2(x− 1) + c3(x
2 − 1) = 0.

更に x = −1 を代入すると c2 × (−2) = 0. 従って

c2 = 0 かつ c3(x
2 − 1) = 0.

故に c3 = 0. 2

【問題 1】実係数多項式のなす実ベクトル空間 R[x] において、ベクトルの組

x2, (x− 1)2, (x− 2)2

は一次独立であることを示せ。



【例題 2】実数係数の多項式の成す実ベクトル空間 R[x] において、部分集合

W := { f(x) ∈ R[x] | f(1) = 0 }

は部分空間であることを示せ。

【略解】『f(x), g(x) ∈ W , k, ℓ ∈ R とするとき、kf + ℓ g ∈ W である』ことを示せば良い。

f(x), g(x) ∈ W ならば f(1) = g(1) = 0であるから、(kf+ℓ g)(1) = kf(1)+ℓ g(1) = k 0+ℓ 0 = 0.

従って kf + ℓ g ∈ W . 2

【問題 2】実数係数の多項式の成す実ベクトル空間 R[x] において、部分集合

W :=

{
f(x) ∈ R[x]

∣∣∣∣ ∫ 1

0

f(x) dx = 0

}
は部分空間であることを示せ。

【問題 3】次に挙げる実ベクトル空間 R2 の部分集合 W はいずれも R2 の部分空間にならない。その理

由を述べよ。

(1) W =

{(
x
y

) ∣∣∣∣ xy ≧ 0

}

(2) W =

{(
x
y

) ∣∣∣∣ x, y は共に有理数}


